
⑤ 2次関数の最大最小1頻出！）
・ 範囲が動く （良問の）

|i 軸が動く （良問の） m=f（味h 𤄃 '

→ グッ _を書い， u必要に応 n

" T ' ° a " " き

- 上下の凸が変わる （良問30） な ど 一般形に代入するのがラク！

場合分け で 漏 れ な い が "
|"が
始派
がさ

⑨ 2変数関数の最大最小（これも頻出！） m=f（き）=h-F
T

-文字消去（達簽罌ン
今回やる な ど

標準形に代入する
のがラク！！；国

→ 問題により使い分けていく.

（i) Hx）=x' t a × + b m=f(i）=It a t h
T

轍パ鑑ッ
場鈔匇州
心が灬=（xt EY theだ となるので

一般形に代入するのがラク！

m、
［麞京
与しも



以上（i）～（iii）より、
h (a>0のとき） - E a t I (a>0のとき）が「いが
が"市"漑
が""

m=|_foi-Eat I （-2EaE Oのとき）
a t h t I (a<-2のとき） y I a t 2 （a<-2のとき）

（2）考え方の1文字消去
ー ー

ーが

!

a tI - . - f l a t I）2+f より、

グラフを書くと.

となる。

等式条件のある2変数関数の最大最小は
1文字消去が有効.
応用して.不等式でもいけることも.ee m-.-fa?Eat I
a t 2 b E 2

⇐> h E - I a + 1

なるので、 Mの最大値を考えるためには

：麤：：：
靍.：：：
：！！遼.ith- . -Ea t I で考えてよい。 となるので、Mを最大にするのは
☆ わより小さいイエ直を選ぶ （9.h）=（-1，I）のときで、
必要がない、 そのときMes ta"



考え方の逆像法_ ← 良 問

"

.

#

h (a>0のとき）
M=|_Eth （-2Ea E Oのとき）

a t h t I (a<-2のとき）
mを固定して.ahが存在する条件を求める.

だくお）、グラフで （-2Ea E Oのとき）
図形的に考えた方がいいことも。

$

で違でん、！！
し珡ふ

!

なので、

：：：：
：：：：
：：：.竈iii
m=Mと、ある値Mを考える。このとき、 I求める。→これがmのとり得るイ直の範囲となる。'：：：：？！！鷽聖た！
崝がいいいい領域が共有
点で
これをグラフで'ーー考えると、 ↳ a t 2 h E 2

①

$

「ah平面上の

$

のグラフが、

領 域 a t 2 b E2と共有点を持つ」
iii.：：：で鬱で麓！""まん中の放物線が接するときがMがmax.



坪"""
"識球
汭

が十M-_-EatI
⇐79429+4M-4=0・・

が重解を持つ条件は .

I = に14M-D=0
⇐> m=T

このとき③は （at）に0となり、 a - _ - I

. . は 確 か に . . . . . . . 満 た す . |よって、グラフより、

② が成り立つためのMの必要十分条件は

Mfeef となるので、
mの最大値は、

#

このとき（9.た）=（一-1，
き）

と求められる。


